
　本市の文化芸術施設を効果的に運営するた
めに、各委員会等の提言を踏まえ、施設のあり
方・機能、運営体制の見直し、修繕・改修につい
て取り組みます。

　本市の文化芸術行政を効果的に運営するた
めに、実施計画の作成、市民協働による運営、
情報収集と発信、多様な資金調達などに取り組
みます。

　継承する、体験する、創る、広げるなど、文化芸術の主役は市民です。文化芸術の振興に向けて市

は次の３つの役割を担い、市民と協働で、市民の文化芸術活動を支える環境づくりに取り組みます。
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● だれもが文化芸術をともに創造し、享受することができる環境をつくる

● 多くの人の協力・連携を促し、自発的に文化活動が広がるよう支援する

● 国や県と連携して、芸術創造環境の向上を図る

運営体制

市の主な役割



　本市では、平成20年度から平成29年度の10年間を計画期間とする「第1次磐田市文化芸術振興

計画」を策定し、文化振興の各事業を展開してきました。このたび、策定から10年が経過し、本市を

取り巻く環境も変化する中で、市民のニーズに合わせた施策を展開することが求められています。

　第1次磐田市文化芸術振興計画で取り組んできた様々な施策や市民ニーズを踏まえながら、上

位計画と整合を図り、今後10年間の市としての文化芸術行政のあり方を示し、それを実現するた

めの「第2次磐田市文化芸術振興計画」を策定しました。

　「感動」と「育成」を文化芸術行政の基軸に置き、様々な文化芸術活動を１つ１つ積み重ね、
次世代の文化の担い手を育み、創造・鑑賞・体験する機会をつくり、

文化芸術活動を支援し、文化芸術をまちに広げていきます。

　青少年が、優れた文化芸術に触れ、文化芸術
活動ができる環境をつくり、次代の磐田の文化
芸術を担う子どもが心豊かに育ち、創造力を養
うことのできる機会を提供します。

　平成30年度から平成39年度までの10年間を計画期間とし、5年程度で見直しを行います。な

お、計画に定めた施策を実現するために、計画期間を３年とした実施計画を立て、取り組みます。

　また、新しい文化会館の完成後には、文化芸術行政のあり方を再度検討し、本計画の修正を検

討します。

　本計画を策定するにあたり、本市の文化芸術の現状を把握するために、市民および文化団体を

対象としたアンケート調査を実施しました。アンケート結果を踏まえ、第１次振興計画の４つの方

針を軸に、市民ニーズに合わせた施策を新たに盛り込んでいます。

　優れた文化芸術が感動を呼び起こします。公
演、展示など様々な分野で優れた文化芸術を創
造・鑑賞・体験する機会をつくり、感動が市民一人
ひとりの心を豊かにするひとときをつくります。

　文化芸術団体、芸術家などが活動しやすい
環境をつくり、感動を分かち合い、感動を伝え
る文化芸術活動を創造するまちをつくります。

　文化芸術施設の中だけでなく、様々な分野
と連携をとり、磐田市のまちなかで文化芸術を
活用し、たくさんの元気と笑顔があふれる、文
化のまちを創出します。

計画策定の趣旨

基本理念を実現するための４つの方針

計画期間

感動と育成の文化芸術のまち
基　本　理　念

次代の文化芸術を担う青少年等の
育成を図る

■ 子ども向け公演・ワークショップ・講座
■ 青少年の創造活動の支援
■ 音楽・演劇等の指導者・芸術家等の派遣
■ 学校等での授業や部活動における
　 体験・学習・活動の支援

「感動する心を育み継承する」

優れた文化芸術を創造・鑑賞・体験する
機会を充実する

■ 創造・鑑賞事業
■ 展示事業
■ 芸術鑑賞・体験講座

「感動のひとときをともにつくる」

地域の文化芸術活動を
しやすい環境をつくる

■ 市民の連携の促進
■ 自発的活動と創造連携の促進
■ 公益文化芸術活動の促進

「感動の創造を支援する」

文化芸術を
まちなかで活かす

■ 伝統文化の振興
■ 文化芸術を介した相互理解による
 　多文化共生の推進
■ まちなかでの文化活動の推進、
　 観光との連携

「感動をまちに広げる」

市民ニーズの動向

アンケート調査によるニーズの把握

計画期間　10年間

実施計画　3年間 計画の見直し

実施計画　3年間

実施計画　3年間

H30 H31 H32 H33 H34 H35 H36 H37 H38 H39

● 自主的・参加型
　　市民主体・市民参加型のイベントが増加傾向にあります。

● 交流センター
　　文化団体の練習場所・発表場所の主な拠点として、交流センターが利用されています。

計画の体系


